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機械移植栽培に お け る中苗 （4 〜 5葉苗） の 育苗技術

古 城 斉
一 ・今林 惣 一

郎 ・大 隈 光 善

　　　　　 （福 岡 県 甑 農 業 試 験 場）

　現在の 水稲機槭移植栽培で 用い ら れ て し・る 苗 は，大部

分 が苗令2．5葉前後，　 苗長10〜15c［n の 稚苗で あ る，，暖地

で は苗 が 小 さ くて も
一．．
骰 に は 何ら支障は な く， 育苗 も容

易で あ る の で 今後 と も稚苗が 申心 と な る 点 に 変 りは な い

と考 え られ る。しか し，従 来 の 苗 に 比 べ て 著 し く小 さい

た め，田植 が お くれ た場合や 冠水 した場合 の 影響 が 大 き

く， ま た ，
er まで の 経験 か らよ り大きな 苗を望 む 農家 も

少 な くな い 。 すで に 最近 の 田 植機 は ぼ と ん ど が うす ま き

し て，苗床 目数を長 くす る こ と に よ ［P大型化 し た 4 〜 5

葉 邑， い わ ゆる
一
r卜此！を移植す る こ とが 可能 とな っ て

い る。

　 と こ ろ で 筆 者 らは，中苗 を育雌ず る た め に は，

を減 じ，甫床 口数を長くす るの み で なく，初期生育を抑

え，後期生育を良好 に す る こ とが 重要で ある点を確認 し
1〕

さ らに 施 肥 法 等 に つ い
一
ぐ検討 を行 な っ て き た。

　 すで に 晩期栽培 の み で な く，冠水常習地帯や 早植困難

な地帯 あるい は 山問地 に おい て
一．
蔀 に 普及 の 兆 が 見 られ

る の で ，今まで の 成績 に 塑 つ い て 組 立 て た 中苗 育 苗 技 術

を こ こ に 報告 し， 諸氏の 御批判 を仰ぐ次 第で あ る。

試　　験　　方　　法

　ユ，　 基 肥 量
・遮 光 の 有無 お よび蟠種密度 1：二つ い て 　播

種期 ；1沼和48年 6丿ヨ25日 　i冒
「

1種 ：レ イ ホ ウ （霍「年次 と も1司

じ）　 苗床 ：湯床水苗代 に 有孔 ボ リ フ イ ル ム を敷 き，　育

苗枠 を置い て ， ふ る っ た 水闥 1．壌 をつ め た。 鐇種量 ：50

g ，IOO9 ，　 lroo9 （1枠 当 り乾燥籾，以 下 同 じ）施肥 ：

と く に 記 し て い な い 場 合，基 肥 O ，播 輝 15日後 0．5g ，

移イ徳 5E ｛待な1．09 　（1枠 また！ま 1P，．盲当 りN ．　P20s ，
　 K20

成分 量，育苗用 細粒化成肥料 4．−4．− 4 を使用 ， 以 ド同 じ）

　そ の 他の 管理 1播種後 5El 間遅1床の 上 を黒 色 不 織 布 （遮

光率約80％ ）で 被覆。た だ し遮 光処 理 区 で は 8H 間。

1E ［1 同下部給水 c 試験 の 規模： 1 区 2 箱 4 反復 以 ．ヒ（他

の 処 理 を含 む）

　発根 量 は 根 を 5　mm の 長 さ に 切 っ て 移植 し，10日後 に 調

査 した （以 ドi司じ）。

　2、　播種時期 お よ び華肥 の 効果 に つ い て 　試 験年次 ：

昭和49年　苗床：有孔底育苗箱 に 水田 ：±：壌 を つ め て ，　 出

芽後 は 揚床水苗代 に 置 い た 。 播種量 ：1209 　施肥： 追肥

は播種後 151，tiと30口 に 施用。そ の 他 の 管理 ： 出芽後 1H

聞黒色 不織 布 で 被覆，1 凹 1 回下部給水 。　試験 の 規模：

1 区 2 箱 2 反 復。

　3．　追肥時期 ・景 と苗 の 生育 に っ いて 　47年…6 月 2

H，無孔 底育蕾箱に 10eg
・
k た は 150 塞 を播種 。 基 肥 は 0

ま た は O．59 ，追肥 は 移植 7 目前 に 施用 。　 1区 1箱 8反

復 （他の 処理を含 む）　 48年…
播種鑾 1209，　 1 区 2箱

2 反復，そ の 他 は 所定 の 処理 を 除き， 1 と筒 じ。四 年 …

所定 の 処輝以 外 は 2 と団 じ。

試験結果 ならびに 考察

｛． 初期生 育の 良否とその 後 の 苗の 生育

第 1表　　某 肥 量，遮 光 の 有 無 お よ び ｝番種 密度 に つ い て

試 　 　 験 　 　 区

　 00 ．5−】．．O

O．5 ．（25 ヒ1後）1．0

同　 ヒ 1・遮　光

　　5D9〆箱

　 10D　 ”

　 150　 ”

　（200 ” 比 ）
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67QQつ
り
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．03
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】．2，211
．2

15．017
．319
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8．78
．58

．77
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（35　 　 　 1［1　 　 芭 ）　 乾 物 重

　　　　　　　　　　　
一・一一

乾 物重 　発根量

苗 　 長 　 蒔 　 令 　枯 榮 数 　 苗 　 艮

　　   　　　L　　　 L 　　　　　   ／本
21，0　　　　5。1　　　　1．7　　　　ユ，1　　　23．8　　　　84

20，5　　　　4．9　　　　2．0　　　　1，3　　　 27．0　　　　96

2〔レ．8　　　　4．7　　　　2．0　　　　1．3　　　27．7　　　　85

16・6120 ・7
17．919

．215
．8

　 　 　 　 5．2
19．8　 　 　4．7

」9，1．　　　　4．6

18．2　　 　4．4

1．8　　 1．7　　36．2　　ユ 3
］．8 　　 L1 　　22．4　　 69

1．9 　　　／．0　　 18．5 　　　57

1．9 　　　0、9　　 15．6

昭 和50年 1月25日　第52園 講演会で 発表
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　昭和48臼 は 好天 が絃 き，di床H 数fj長 くな っ た 場合 も

苗 の 乙L育が 良好で あ っ た の で，例年 に な く苗令の 進 ん だ

苗 を う る こ とが で きた。しか し，こ の よ うな 気 象条件下

で も， 初期生 育 を艮 好 に し た 場合田 令の 進展 に お くれ が

見 られ ， 枯葉 も多 くな っ て い る。

と くに 遮 光 処 理 区 で は葉 長，乾 物 重 は最 も大 きか っ た に

もか か わ らず，苗令 は 最 も小 さ くな っ て い る 点を考徳 す

る と，中田 育苗で は遮 光等 に よ る 苗艮の 伸艮促進 は行 な

うべ きで な い とい う こ とが で き る。

　2。 播 　種　密　度

　天候が 良か っ た の で ，1箱当 1
，播任 1：200g で Viliii

が 得 られ て い る が，例 年 の 天 候 を考慮 す る と 15〔［9 以 下

とする 必要が あ る。癨種量 を少 な くす る ぽ ど，大 きな苗

を とる こ とが で きる の は 当然で ある が，育 噴労 力，田憾

機 の 性 能 ザ を考 え る と そ の 下限 は 当面 1箱 当 り 1009 が

適一1と慰 わ れ る 。

　 3．　播種時期と基 肥 量

　播 種 蒔 期 の 早晩 に か か わ ら ず，A 肥施用区 に 」い て は

い ず れ の 夫 位 と も蓁長 が 長く，1己 物璽もやぺ 玉くな っ て

お り， 下蘂枯 はや や 多 くな っ て い る が発 根 ノ」な ど の 由質

に 差 は な い よ うで あ る、，した が っ て ，晩 期我培の 中面 育

苗 で は基肥不用
2）

で あ る こ と に変 りは な い が ， 藩種時期

が 早 く苗 が 徒長す る おそ れが な い 場 合 は，彑 肥 を 0．59

程度施用 して も良い よ うに 君 え られ る。こ の 場 合の 瑚 巴

施 用 の 可丕 に っ い て は ， 播種時期 の ほ か に 床 土 の 肥 よ く

度 も考 慮 す へ きで あ り，由 の 大 きさ か ら 見 る と，35日苗

の 苗長 が 20cm以 ド，2 葉 の 長 さ で は 10cal　Hiti後が 盈華 に な

る と考 え られ る。

　4． 追 肥時期
。量 につ い て

　第 1 回追肥峙期 ・「 1：播潭後15 凵，　20 ［］の 同で は 庭 が

見 ら れ ない。施肥 量 は 1．　09 で は 軟 弱 徒 長 化す る た め 苗

質 が 低 ドし て い る 。 した が っ て，迫 肥 町期
・
量は 従来通

り播種後 工5日 頃 （お お む ね 2柔朋） に 0，59 租、度施用 す

る の が良 い と考 え られ る 。

　　　 近 肥 山 FVd・呈 お よ び蕭 床 の 枉 知 と
第 3歳
　　　　曲 の 生 育 （35日日了）

47
年

試 験 τ
…  

巖
．

齢   響
　 　 　 　 　 　 　 　 　 9 　　 　　 　　 　　 　 　 mg
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年
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年

階 ） 縉
0−0．5．−1．0
0 ．0．5（20日後）

．．1．0

  O．5−LO （25日 後）

  一〇，5．−1，0

0・0．5ユ．5
01 ．0−1．0

00 ，tt　 1．0 （［｝削 卆）

LOO44 

 

1

ウ
」

ワ
」

22 17　　 49

18　　 48

18．4　　 4．3　　 21　　　70

ユ8．2　　4．4　　 19　　　57
23．4　　 4，1　　 22　　　33

17．4 　 4．1 　 24　　39

18．6　 4．2 　 22 　　34

22．5 　 4．3 　 24 　　34

」7、6　　4，2　　24　　　32

舗 ， 　移輌 7nlll1迄 冂L 軍 力 與 な る L 合 （昭 47） の 10 日

　　　1し1，20cm冠 水 1メ 1こお け る 残存イ岡1本 了 と f名物 工 ：

　　 0，59 区
…37％ ，

221  ！本 ，
1．09 区

…41％ ，
27

　　 mg ／ノ畢こo

　荊 2ii　i追 肥 Fl」貝1・⊥ ： 」．LZ．肥 時 期力 「1一す ぎ る と伝弱徒長

化 L一虹質力 低下す る の で ，移植1川 5H 頃 が勉 1で ある 。

追肥 垣 は 0．59 と 1．09 の liilで は 苗の ケ 育 に ノ：が な い が ，

冠水状態で の fjf
』
は 1．09 の 方 が やや ま さ っ て い t ）。 ユ．0

9 と 1，59 の 聞 で は 差 が な い の で （冠水処押 に お け る デ

ータ は 省il洛）施肥呈 よ0．59 〜1．09 で 艮 い と考 え られ る。

　5．育笛労 力 の 節 減

　）Ki　1に 有孔 ボ リフ イ ル ム を敷 きそ の 一ヒに枠 を ［陛い て 育

曲す る プフ〆カは，か ん 水労力 の 節減が 可能で あ り，ま た，

4， 5 コIrr
’
iの 百1青に迫 して い るが 3｝播 盾 ズ 苗 取 。還 搬労

力 撃の 点 に 開是酉が あ っ た。育苗枠 の 督 りに有了し底 育苗箱

を用 い て，戸1代で 百苗す る丿コな は こ の 点に つ い て の 問題

が ない と思 わ れ る。そ こ で ，こ の 両 者 に つ い て 検 討 を行

な っ た が ， 苗 の 〆［rJ に 五 は
1
己られ ず ， し た が っ て ，為齏

労ノ」の 節滅を図る た め に は ， イ亅孔底盲藍箱 を用 い て 苗代

で 育 頃す る方 法 が よ い よ うに 考 え ら れ る。

第 2 太 　播 種 町 期 お よ び i廴 肥 の 効 果

試　　 験

播 種 期

区 葉 位 別 集 長 〔cm）

49年 5月10日

〃
　5JJ25 日

”
　6 月10日

施 肥 法

0−0．5．一ユ．0

0．5−　 ”

35　　 　 　 日
｝
wa
一

1／02 ／03 ／0 　 4〆一 苗 長 苗 令 枯 讖 乾 齬 乾 轣 〆齦 発 根 量
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